
値という言葉がある。消費者という言葉がある。その間、お金がある。「お金」というチケットと、自分の欲望を交換する日々。チケットの枚数が、この世界で体験できることの数を決めている。かと交換できるから価値がある。食事と、衣

住居と、週末と。しかし、チケット何枚で交換ができるのかは、時代とともに変わる。そして、チケット自体の価値も変わる。硬い金属の箱の奥に残ったチケットは、次開けたとき、枚数が変わっている。交換のルールも、チケットの枚数

私僕らの目の前の今日とは遠いところで決定されている。世界は、人々が価値を交換し合うことで生まれる。私達「消費者」ではない。進んでいくかき氷に対して、貝殻でしか、交換ができないのだろうか？私たちは、いま・ここで、もっ

由に交換できるはずだ。abc は、いま・そこで生まれるはずの価値交換を、次の100年に向けて成り立つ。人間や文化の多様性は、自由な価値交換によって、生まれてきたはずだから。多様性を通貨に変える。次の100年に向けた価値交換。 

という言葉がある。消費者という言葉がある。その間、お金がある。「お金」というチケットと、自分の欲望を交換する日々。チケットの枚数が、この世界で体験できることの数を決めている。かと交換できるから価値がある。食事と、衣服

住居と、週末と。しかし、チケット何枚で交換ができるのかは、時代とともに変わる。そして、チケット自体の価値も変わる。硬い金属の箱の奥に残ったチケットは、次開けたとき、枚数が変わっている。交換のルールも、チケットの枚数

私僕らの目の前の今日とは遠いところで決定されている。世界は、人々が価値を交換し合うことで生まれる。私達「消費者」ではない。進んでいくかき氷に対して、貝殻でしか、交換ができないのだろうか？私たちは、いま・ここで、もっ

由に交換できるはずだ。abc は、いま・そこにいるはずの価値交換を、次の100年に向けて成り立つ。人間や文化の多様性は、自由な価値交換によって、生まれてきたはずだから。多様性を通貨に変える。次の100年に向けた価値交換。 価値

う言葉がある。消費者という言葉がある。その間、お金がある。「お金」というチケットと、自分の欲望を交換する日々。チケットの枚数が、この世界で体験できることの数を決めている。かと交換できるから価値がある。食事と、衣服と、

と、週末と。しかし、チケット何枚で交換ができるのかは、時代とともに変わる。そして、チケット自体の価値も変わる。硬い金属の箱の奥に残ったチケットは、次開けたとき、枚数が変わっている。交換のルールも、チケットの枚数も、私

の目の前の今日とは遠いところで決定されている。世界は、人々が価値を交換し合うことで生まれる。私達「消費者」ではない。進んでいくかき氷に対して、貝殻でしか、交換ができないのだろうか？私たちは、いま・ここで、もっと自由に

できるはずだ。abc は、いま・そこにいるはずの価値交換を、次の100年に向けて成り立つ。人間や文化の多様性は、自由な価値交換によって、生まれてきたはずだから。多様性を通貨に変える。次の100年に向けた価値交換。 価値という言

ある。消費者という言葉がある。その間、お金がある。「お金」というチケットと、自分の欲望を交換する日々。チケットの枚数が、この世界で体験できることの数を決めている。かと交換できるから価値がある。食事と、衣服と、住居と、

と。しかし、チケット何枚で交換ができるのかは、時代とともに変わる。そして、チケット自体の価値も変わる。硬い金属の箱の奥に残ったチケットは、次開けたとき、枚数が変わっている。交換のルールも、チケットの枚数も、私僕らの目

の今日とは遠いところで決定されている。世界は、人々が価値を交換し合うことで生まれる。私達「消費者」ではない。進んでいくかき氷に対して、貝殻でしか、交換ができないのだろうか？私たちは、いま・ここで、もっと自由に交換でき

ずだ。abc は、いま・そこで生まれるはずの価値交換を、次の100年に向けて成り立つ。人間や文化の多様性は、自由な価値交換によって、生まれてきたはずだから。

多様性を通貨にする abc

abc 株式会社 8783 東証スタンダード 適時開示補足説明資料 2026年5月21日

簡易株式交換による株式会社ボンドの完全子会社化に関するお知らせ
～アミューズメントポーカー事業参入を通じて、当社のエンターテインメント領域における事業拡大～

対象会社

株式会社ボンド

参入形態

完全子会社化

効力発生日

2026年6月12日（金）

事業領域

コミュニティ型エンターテインメント事業

© 2026 abc Co.,Ltd. All Rights Reserved.



だから、銀行口座の貯金額は、自分の H Pみたいにすばらしい。 H P 9 9 9で安心？  この H Pは、何かと交換できるから価値がある。食事と、衣服と、住居と、週末と。しかし、チケット何枚で交

きるのかは、時代とともに変わる。硬い金属の箱の奥に消えたチケットは、次開けたとき、枚数が変わっている。交換のルールも、チケットの枚数も、私たちの目の前の今日とは遠いところで

されている。暑い夏に感じる資本主義は、こんな景色だ。世界は、人々昔は貝殻で、ちょっと前はお米で、現代は「お金」で、価値を与えられてきた。だけど私たちは、目の前で溶けてゆくか

に対して、貝殻でしか、交換できないのだろうか？私たち、いま・ここで、もっと自由に交換できるはずだ。 a b c  は、いま・そこまでで生まれるはずの価値交換を、次の 1 0 0年に向けて成り

人間や文化の多様性は、自由な価値交換によって、生まれてきたはずだから。  価値という言葉がある。消費者という言葉がある。その間、お金がある。「お金」というチケットと、自分の

を交換する日々。でも、交換のルールもチケットの枚数も、私たちの目前の今日とは遠いところで決定されている。世界は、人々が価値を交換し合うことで生まれる。私たちは「消費者」では

貝殻でしか、交換ができないのだろうか？私たちは、いま・ここで、もっと自由に交換できるはずだ。 a b cは、価値交換を次の 1 0 0年に向けて見てる。人間や文化の多様性は、自由な価値交

よって、生まれてきたはずだから。

abc株式会社 8783 東証スタンダード 適時開示補足説明資料 2026年5月21日

コミュニティ型エンターテインメント領域への展開

～ポーカーコミュニティによる感情価値の経済化～

株式交換による完全子会社化

戦略的な背景

ポーカー市場の成長

国内競技人口は約200万人から400万人への

成長が見込まれ、注目領域での新たな機会

リアル拠点の構築

新橋の化猫ポーカー倶楽部を中核拠点とし、

顧客接点とコミュニティ形成を推進

デジタル技術活用

Web3や独自技術の導入により、次世代の決

済基盤を構築

後継モデル多角化

店舗収益＋大会運営＋デジタル決済の複層モ

デルを構築

事業参入の意義

これにより、皆様のWeb3技術や現場基盤との連携可能性を協議し、新規顧客層の開拓とブラ

ンド認知の拡大を図ります。

市場指標

200万
現在の競技人口

↑ 50% 成長

400万
2028年目標

↑ 100%成長

5,000
大会参加者数

規模：大型イベント

化猫ポーカー倶楽部

公式サイトへ東京・新橋駅徒歩4分の好立地

© 2026 abc Co.,Ltd. All Rights Reserved.
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価値言葉がある。消費者という言葉がある。硬い金属の箱の奥にチケットは、次に開けたとき、枚数が変わっている。 交換のルールも、チケットの値段も、私の目の前の今日とは遠いところで決定

されている。 暑い夏に感じる資本主義は、こんな景色だ。 そして、チケット自体の価値も変わる。 世界は、人々が価値を交換し合うことで生まれる。私たち「消費者」ではない。私たちは、目の

前で溶けていくかき氷に対して、貝殻でしか、交換ができないのだろうか？ 私たち、いま・ここで、もっと自由に交換できるはずだ。 abcは、いま・そこに生まれるはずの価値交換を、次の100年

に向けて回っている。 人間や文化の多様性は、自由な価値交換によって、生まれてきたはずだから。 価値という言葉がある。価値を作る人に対して、対等な価値を考える人だ。 abcは、価値交換

を次の100年に向けて見てる。 人間や文化の多様性は、自由な価値交換によって、生まれてきたはずだから。
複層的ビジネスモデル
～店舗収益を基盤とし、大型ポーカー大会運営及び独自デジタル決済を組み合わせた強固な事業構造～

 基盤層  拡張層  革新層



LAYER 1:  FOUNDATION



LAYER 2:  EXPANSION



LAYER 3:  INNOVATION

 店舗運営

17:30
営業開始

1:00
営業終了

 特定遊興飲食店営業許可取得済みで深夜営業に対応

 ゲームセンター等営業許可取得による適法な運営体制

 既存ノウハウを活用した継続的な集客・コミュニティ形成

 大規模大会

5,000
想定延べ参加者数

3日間
開催期間

 子会社CAMELOTが運営するStudio Camelotにて、Camelot Poker

Tournament（仮称）を実施する予定

 2026年8月期：年1回の大型トーナメント開催

 2028年以降：規模を拡大し年2回開催へ移行

 参加者・スポンサー・メディアとの接点最大化

 デジタル決済

Web3
基盤技術

TOKEN
独自エコシステム

 資金決済法に完全準拠したセキュアな設計

 ブロックチェーン技術を活用した透明性の高い運用

 店舗と大会を横断するシームレスな顧客体験の提供

 

[化猫ポーカー倶楽部]

化猫ポーカー倶楽部（新橋駅 徒歩4分）

[大型トーナメント会場の様子]

大型トーナメント会場の熱気

[デジタル決済システム・アプリ画面]

独自ウォレット・デジタル会員証アプリ

© 2026 abc Co.,Ltd. All Rights Reserved.
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価値という言葉がある。消費者という言葉がある。間に、お金がある。「お金」というチケットと、自分の欲を交換する日々。チケットの枚数が、この世界で体験できることの数

を決めている。だからまるで、銀行口座の貯金額は、自分のHPのようにすら思える。HP999で安心？このHPは、何かと交換できるから価値がある。食事と、衣服と、住居と、週末

と。しかし、チケット何枚で交換ができるのかは、時代と共に移り変わる。そして、チケット自体の価値も変わる。硬い金属の箱の奥にしまったチケットは、次開けたとき、枚数

が変わっている。交換のルールも、チケットの枚数も、私たちの目の前の今日とは遠いところで決定されている。暑い夏に感じる資本主義は、こんな景色だ。世界は、人々が価値

を交換し合うことで生まれる。私たちは「消費者」ではない。価値をつくる人に対して、対等な価値を与える人だ。昔々は貝殻で、ちょっと前はお米で、現代は「お金」で、価値

を与えてきた。だけど私たちは、目の前で溶けていくかき氷に対して、貝殻でしか、交換ができないのだろうか？私たちは、いま・ここで、もっと自由に交換できるはずだ。abc

は、いま・そこかしらで生まれるはずの価値交換を、次の100年に向けて成り立たせる。人間や文化の多様性は、自由な価値交換によって、生まれてきたはずだから。

abcグループとのシナジー効果abcグループとのシナジー効果
～Web3技術・トークン基盤との統合～

 シナジー効果  トークン連携

 シナジー統合フロー
店舗→大会→会員化→デジタル活用の循環

 店舗顧客（約200万） 

 大会参加者（5,000名規模） 

 ファン化・会員化 

 デジタル活用・トークン化（400万目標 2028年）

200万
現在の競技人口

400万
2028年目標

5,000
大会参加者数

 Web3技術連携
5ドメインの橋渡し


Digital Finance
トークン設計・開発


Web3 Infrastructure

会員管理・決済基盤


Business Innovation

企業変革支援


Life & Community
地域創生

 Token Manufacturing：独自トークン（デジタル会員証）の設計・開発

 Web3 Infrastructure：分散型会員管理・マイクロペイメント基盤の構築

abc株式会社 8783 東証スタンダード 適時開示補足説明資料 2026年5月21日
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abc株式会社 8783 東証スタンダード 適時開示補足説明資料 2026年5月21日

⾏⼝座の貯⾦額は、⾃分のHPのようにすら思える。HP999で安⼼？このHPは、何かと交換できるから価値がある。⾷事と、⾐服と、住居と、週末と。しかし、チケット何枚で交換ができるのかは、時代と共に

り変わる。そして、チケット⾃体の価値も変わる。硬い⾦属の箱の奥にしまったチケットは、次開けたとき、枚数が変わっている。交換のルールも、チケットの枚数も、私たちの⽬の前の今⽇とは遠いとこ

決定されている。世界は、⼈々が価値を交換し合うことで⽣まれる。私たちは「消費者」ではない。価値をつくる⼈に対して、対等な価値を与える⼈だ。昔々は⾙殻で、ちょっと前はお⽶で、現代は「お⾦

価値を与えてきた。だけど私たちは、⽬の前で溶けていくかき氷に対して、⾙殻でしか、交換ができないのだろうか？私たちは、いま・ここで、もっと⾃由に交換できるはずだ。abcは、いま・そこかしら

⽣まれるはずの価値交換を、次の100年に向けて成り⽴たせる。⼈間や⽂化の多様性は、⾃由な価値交換によって、⽣まれてきたはずだから。実行体制とコンプライアンス体制
～簡易株式交換による完全子会社化と法令遵守～

 株式交換  コンプライアンス


事業実行体制

簡易株式交換による組織統合

手法 株式交換（簡易株式交換） 現金支出ゼロ

対象 株式会社ボンド（化猫ポーカー倶楽部運営）

有効力発生日 2026年6月12日（予定）

 abc株式会社（上場企業） 東証スタンダード 8783

 株式会社ボンド（完全子会社） 化猫ポーカー倶楽部運営

 ポーカー事業部 店舗・大会・デジタル


コンプライアンス体制

法令遵守と外部専門家の連携

 風営法への準拠：特定遊興飲食店営業許可、ゲームセンター等営業許可取

得済み

飲食店営業許可（食品衛生法）も取得済み

 金融法制への準拠：資金決済法、金融商品取引法に準拠

暗号資産関連は外部専門家の助言を得て慎重に検討

 情報セキュリティ：個人情報保護方針の策定・実施

セキュリティ監査の実施、外部専門家との継続的協議体制

 表現規制への対応：適時開示・フェアディスクロージャー準拠

誇大表現・過度な期待喚起の排除

© 2026 abc Co.,Ltd. All Rights Reserved.



ポーカーコミュニティ・参加者の一体感と熱量（画像読み込み中）

ポーカーコミュニティ - 参加者の一体感と熱量

abc株式会社 8783 東証スタンダード 適時開示補足説明資料 2026年5月21日

ビジョン：感情価値の循環経済へ
～ポーカーコミュニティから生まれる持続的な価値創造エコシステム～

 感情価値  循環経済

 感情価値の循環プロセス



コミュニティ

ポーカープレイヤー





参加大会

5,000名規模





デジタル活用

トークン化





継続的な

魅力的な体験



コミュニティの価値

コミュニティの価値



経済的価値

経済価値



社会的価値

社会的価値

 abcのミッション実現

「多様性を通貨にする」

ポーカーコミュニティ、以下の循環を作ってまいります。

ポーカープレイヤー  ➡ コミュニティ形成 ➡ 大会・イベント参加

➡ 感情体験の共有 ➡ イベント（デジタル価値）  への変換

➡ 継続的な魅力・ファン化 ➡ 当社グループのブランド価値向上



直接接続

プレイヤーとファン



多様性

多様な背景の人々



認知向上

マインドスポーツ化

「多様性を通貨にする」
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